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	応用
	抗原情報
	背景
	CSF1 は MCSF とも呼ばれ、マクロファージの産生、分化、機能を制御する 4 α ヘリカル束サイトカインです。活性型のタンパク質は、ジスルフィド結合ホモ二量体として細胞外に存在し、膜結合型前駆細胞のタンパク質分解による切断によって生成されると考えられています。このタンパク質は、胎盤の発達に関与している可能性があります。造血前駆細胞、特にマクロファージや単球などの単核食細胞の生存、増殖、分化の調節に重要な役割を果たすサイトカインです。炎症誘発性ケモカインの放出を促進し、それによって自然免疫と炎症プロセスで重要な役割を果たします。破骨細胞の増殖と分化の調節、骨吸収の調節に重要な役割を果たし、正常な骨の発達に必要です。正常な男性と女性の生殖能力に必要です。アクチン細胞骨格の再編成を促進し、膜ラッフルの形成、細胞接着、細胞移動を調節する。リポタンパク質のクリアランスにも関与する。
	研究分野
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	M-CSF抗体（1:1000希釈）を使用したCaco2、HCT116、U937、Jurkat、K562細胞溶解物中のM-CSFのウエスタンブロット検出。

